
主
な
内
容

●  納税相談会日程 �������� ２㌻
●  教育のつどい開催 ������� ４㌻
●  軽自動車税の改正について ��� ５㌻
● 議会だより ���������� 11㌻

　小正月の伝統行事であるナモミが村内各地で行われま
した。甲地地区では１月16日、子どものいる家庭を２人の
鬼が激しく訪問！。「おめぇかぁ！悪いわらしは！」と大
声で怒鳴る鬼を前に、佐々木柊音（しおん）くん（小１）は

「良い子にします」とちょっと涙目？（関連記事 11 ページ）

良い子にするから、
　　帰ってください…
良い子にするから、
　　帰ってください…

２０１6
№ 587

２
人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報

復興へのご支援に心から感謝します
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■申告相談所開設日程
月日 対象地区 場所 受付時間

２月
５日㈮ 田野畑 役場村民談話室 9:00～15:00 ※1

８日㈪
北山 地区総合センター 9:00～11:30

机 拓心館 13:00～15:30

９日㈫ 和野 地区公民館 9:00～11:30

10日㈬ 島越 島越地区コミュニティセンター※2 9:00～15:30 ※1

12日㈮ 島越（黎明台団地） 島越黎明台団地集会所※2 9:00～15:30 ※1

15日㈪ 西和野、菅窪、
アズビィ仮設団地 アズビィ楽習センター 9:00～15:30 ※1

16日㈫

18日㈭ 羅賀 羅賀コミュニティセンター 9:00～15:30 ※1

19日㈮ 羅賀（拓洋台団地） 羅賀拓洋台団地集会所※2 9:00～11:30

22日㈪
七滝 創心館 9:00～11:30

猿山 地区集会所 13:00～15:30

23日㈫
巣合 地区公民館 9:00～11:30

池名 地区公民館 13:00～14:30

25日㈭
浜岩泉 地区公民館 9:00～11:30

真木沢 地区公民館 13:00～15:30

26日㈮
尾肝要 地区公民館 9:00～11:30

板橋 地区公民館 13:00～14:30

29日㈪
切牛 望洋館 9:00～11:30

大芦 大芦集会所 13:00～15:30

３月
１日㈫

田代・萩牛 地区公民館 9:00～11:30

千丈 地区公民館 13:00～14:30

３日㈭
甲地 地区公民館 9:00～11:30

沼袋 青雲館 13:00～15:30

４日㈮ 明戸 地区公民館 9:00～14:30 ※1

７日㈪

全地区 役場村民談話室※2 9:00～15:30 ※1
８日㈫
９日㈬
10日㈭
11日㈮
14日㈪

全地区 役場村民談話室※2 9:00～15:00 ※1
15日㈫

※1　12:00～13:00は受け付けを行いません
※2　前年の会場から別の会場に変更になっています

◆ 

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
︑
田
野
畑

村
に
住
所
が
あ
る
人
は
村
・
県
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
た
だ
し
︑
次
の
❶
︑
❷
に
該
当
す

る
人
は
除
き
ま
す
︒

❶
27
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
︑

　

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人

❷ 

27
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
し
た
人

　

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・　

　

給
与
所
得
者
で
︑
職
場
か
ら
源
泉
徴

収
票
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
も
︑
▼
年

末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人
▼
給
与
以

外
に
漁
業
︑
農
業
︑
不
動
産
︑
土
地
の

譲
渡
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人
︱
は
申
告

が
必
要
で
す
︒
ま
た
︑
医
療
費
控
除
を

受
け
る
人
も
申
告
が
必
要
で
す
︒

　

村
・
県
民
税
の
申
告
書
用
紙
は
︑
▼

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
用
紙
が
届
い

て
い
る
人
▼
給
与
か
ら
村
・
県
民
税
が

差
し
引
か
れ
て
い
る
人
で
昨
年
の
申
告

で
給
与
以
外
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
▼

収
入
が
年
金
収
入
の
み
と
思
わ
れ
る
人

︱
に
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
︒

　

た
だ
し
︑
給
与
や
年
金
所
得
以
外
の

収
入
が
あ
っ
た
場
合
は
申
告
が
必
要
で

す
︒

　

申
告
書
用
紙
は
会
場
に
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
︑
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
︒

　申告に必要なもの
□ 村・県民税申告書、または所得税の確

定申告書
□印鑑
□ １年間の収支を記入した所得内訳書と

関係する伝票、領収書、証明書など（自
営業者）

□源泉徴収票（給与所得者、年金受給者）
□ 支払証明書（社会保険料、国民年金保

険料、生命保険料、地震保険料など）
□ 医療費の領収書、または証明書（医療

費控除を受ける人。事前に支払合計額
を計算してから申告してください）

□ 預貯金通帳など口座番号が分かるもの
（所得税の還付を受ける人。本人名義

の口座に限ります）

◆ 

申
告
の
注
意
点

　

還
付
申
告
に
は
源
泉
徴
収
票
が
必
要

で
す
︒
紛
失
し
た
人
は
︑
職
場
か
ら
再

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
︒

　

農
業
や
漁
業
な
ど
の
所
得
は
﹁
収
支

計
算
﹂
で
計
算
し
ま
す
︒
収
入
と
支
出

の
証
明
書
類
が
な
い
と
実
際
の
所
得
よ

り
も
多
く
計
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
︒
収
支
の
分
か
る
資
料
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
︒
ま
た
明
細
書
は
事
前

に
整
理
し
︑
円
滑
に
受
け
付
け
が
で
き

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人
は
︑

源
泉
徴
収
票
と
年
末
残
高
証
明
書
が
必

要
で
す
︒
初
め
て
控
除
申
告
す
る
人
は
︑

事
前
に
担
当
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

地
区
巡
回
期
間
中
は
︑
役
場
に
税
務

担
当
職
員
が
不
在
の
た
め
︑
役
場
で
の

申
告
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
︒
他
の

地
区
で
申
告
を
し
た
い
人
は
︑
前
日
ま

で
に
担
当
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

申
告
期
間
最
後
の
３
日
間
は
毎
年
︑

大
変
混
雑
し
ま
す
︒
早
め
の
申
告
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
︒

　

不
明
な
点
は
気
軽
に
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
︒

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
︙
税
務
会
計
課
︵
34

－
２
１
１
２　

内
線
32
︶　

２月５日㈮から３月15日㈫まで

税の申告相談期間です
　平成 27 年分所得税、平成 28 年度村・県民税（国民健康
保険税）の申告受け付けを２月５日㈮から３月 15 日㈫まで
行います。申告を忘れると、各種税証明書が発行できなかっ
たり、国民健康保険税などの軽減判定が正しくできなかっ
たりなど、さまざまな問題が起こることがあります。忘れ
ずに申告をしてください。

申告は
お早めに



2016・２　広報2016・２　広報5 4

環境に優しい軽自動車の税を軽減
軽自動車税の改正について
排出ガス性能・燃費性能に優れた

一方、一定年数を経過した軽自動車は税をおおむね 15％ UP
　自動車関連税制の見直しに伴い、平成28年度から軽自動車税の税率が変更になります。
　三輪および四輪の軽自動車で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、グ
リーン化特例が適用され、軽自動車税が軽減されます。　
　排出ガス性能及び燃費性能の優れた自動車の使用により環境負荷を小さくし、社会のグリーン化を進め
る観点から、最初の車検から13年以上経過した三輪および四輪の軽自動車については税負担が増加します。

車両種別 税額
平成 27 年度まで 平成 28 年度から

原動機付自転車

50CC 以下 1,000 円 2,000 円
90CC 以下 1,200 円 2,000 円

125CC 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪 125CC 超～ 250CC 以下 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車 農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他 4,000 円 5,900 円

二輪小型自動車 250CC 超 4,000 円 6,000 円

車両種別

税額
平成 27 年３月 31 日
までに新車登録をし
た車両

平成 27 年４月１日
以後に最初の新車登
録をした車両

最初の新車登録から
13年以上経過した車
両※

軽自動車

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上
乗用 営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用 営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

車両種別 税額
※１ ※２ ※３

軽自動車

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上
乗用 営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用 営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

※１電気自動車、天然ガス自動車（平成21年排出ガス10％低減）
※２乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車
※３乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
　　貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車

※平成28年度に税負担が増加する対象…新車登録が平成14年12月31日以前の車両
※平成15年10月14日前に新車登録した車両は年までの記載しかないため、その年の12月に検査を受けたも
　のとします。
※電気軽自動車および天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、混合メタノール軽自動車、ガソリンを内燃機
　関の燃料として用いる電力併用軽自動車ならびに被けん引車は税負担が増加する対象から除きます。

　 グリーン化特例について
平成 28年度課税時に、三輪および四輪の軽自動車で、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小
さいものについて、グリーン化特例が適用され、平成 28年度分に限り軽自動車税が軽減されます。
◆ 適用条件
平成27年4月1日から平成28年3月31日までに新車登録した三輪および四輪の軽自動車（新車に限る）で、次
の基準を満たす車両。

平成28年度の軽自動車
税納付書は４月中旬に
各家庭へお届けします

熊
谷
百も

も

花か

さ
ん
都
大
路
を
力
走

第
27
回
全
国
高
校
女
子
駅
伝
（
平
成
27
年
12
月
20
日
）
第
２
区

第
34
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
（
１
月
17
日
）
第
２
区

　

田
野
畑
中
学
校
出
身
の
熊
谷
百
花
さ
ん︵
盛
岡
誠
桜
高
１
年
︶＝
羅
賀
＝

が
︑
昨
年
12
月
20
日
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
第
27
回
全
国
高
校
女
子
駅

伝
に
盛
岡
誠
桜
高
校
の
２
区︵
４
・
０
９
７
５
㎞
︶の
選
手
と
し
て
出
場
︒

ま
た
１
月
17
日
に
同
じ
く
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
第
34
回
全
国
都
道
府
県

対
抗
女
子
駅
伝
に
県
代
表
と
し
て
２
区︵
４
・
０
㎞
︶に
出
場
し
ま
し
た
︒

　

全
国
高
校
女
子
駅
伝
は
59
の
高
校
が
出
場
し
︑
21
・
０
９
７
５
㎞
を
５

人
の
選
手
で
襷
を
つ
な
ぎ
勝
負
を
競
い
ま
し
た
︒
熊
谷
さ
ん
は
13
分
42
秒

の
記
録
で
区
間
27
位
︑
盛
岡
誠
桜
高
校
は
28
位
と
な
り
ま
し
た
︒

　

熊
谷
さ
ん
は
﹁
全
国
の
大
き
な
舞
台
︑
都
大
路
を
走
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
︑と
て
も
嬉
し
く
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

強
い
選
手
が
多
い
中
︑
緊
張
と
不
安
が
大
き
く
︑
序
盤
は
堅
い
走
り
に
な

り
力
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
中
盤
以
降
は
楽
し
く
走
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
︒目
標
の
13
分
20
秒
に
届
か
な
か
っ
た
の
で
︑今
年
は
ス
ピ
ー

ド
を
磨
き
︑
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
８
０
０
ｍ
入
賞
︑
い
わ
て
国
体
共
通
８
０
０

ｍ
出
場
︑
全
国
高
校
駅
伝
で
の
チ
ー
ム
入
賞
を
目
標
に
精
一
杯
練
習
に
取

り
組
み
ま
す
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
は
13
分
30
秒
の
記
録
で
区
間
38

位
︒
岩
手
県
は
47
都
道
府
県
中
37
位
と
な
り
ま
し
た
︒

京都市で開催された第 27 回全
国高校女子駅伝で２区を走る
熊谷百花さん

村
教
育
の
つ
ど
い
１
６
０
人
が
聴
講

教
育
振
興
運
動
の
成
果
を
披
露

平
成
27
年
度
﹁
教
育
の
つ
ど
い
﹂
は
１
月
24

日
︑
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
や
学
校
教
職
員
約
１
６
０
人
が
参
加
し
︑
教

育
振
興
運
動
の
成
果
発
表
や
子
育
て
に
関
す
る

講
演
な
ど
を
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
︒

　

開
会
行
事
で
は
︑
教
育
振
興
運
動
表
彰
と
し

て
︑
多
年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に

努
め
た
弥
五
兵
衛
太
鼓
育
成
会
が
功
労
賞
を
受

賞
︒
育
成
会
の
佐
藤
博ひ
ろ

明あ
き

会
長
は
﹁
小
学
校
統

合
を
機
に
︑
浜
岩
泉
地
区
の
全
生
徒
を
対
象
に

取
り
組
み
８
年
目
︒地
域
の
支
援
を
得
な
が
ら
︑

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
一
層
活
発
に
活
動

し
て
い
き
た
い
﹂
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
︒

　

事
例
発
表
は
羅
賀
地
区
推
進
委
員
会
の
前
原

拓た
く

会
長
が
羅
賀
地
区
の
活
動
を
発
表
︒
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
︑
地
域
に
根
ざ
す
活
動

の
重
要
性
を
説
き
︑
漁
業
体
験
や
羅
賀
港
ま
つ

り
へ
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
︒

　

講
演
会
で
は
﹁
子
供
を
犯
罪
の
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
し
な
い
子
育
て
～
問
わ
れ
る
親
の

責
任
と
覚
悟
～
﹂
と
題
し
て
幸こ

う
し
ま島
美み

智ち

子こ

さ
ん
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平成 27 年度教育振興運動表彰

【功労賞】
　弥五兵衛太鼓育成会

小学校統合を機に浜岩泉地
区の生徒を対象に平成 21
年から伝承活動として弥五
兵衛太鼓を指導。数多くの
イベントに参加するなど、
児童生徒の健全育成に大き
く貢献されました。

児童への太鼓指導に熱心に取り組む
育成会の佐藤博明会長

講演した幸島美智子さん

事例発表をする前原拓さん
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　村は、田野畑小学校６年生を対象に昨年
の12月21日、租税教室を開催しました。
　役場職員による講話の後、ＤＶＤアニメ
で税金の大切さ、税金のない社会はどうな
るかを学びました。参加した佐藤美

み

由
ゆ

紀
き

さ
んは「初めて知ったことがたくさんありま
した。税金の大切さを実感しました」と語っ
てくれました。
　最後に、村が用意した１億円の模擬札束
を持ってみる体験をし、「思ったより軽い」
などと盛り上がりました。

税金は大切！と６年生が実感

　小正月に合わせて、鬼が子どものいる家
庭を訪問し、子どもの健やかな成長を促す
ナモミが羅賀、甲地、菅窪の各地区で行われ
ました。「悪いわらしはいねぇが～！」と大
声で家の中に入ってくるナモミに子どもた
ちは「良い子にします！」と涙ながらに連
呼。親を困らせないことを約束しました。
　７世帯を巡回した羅賀青年会の畠山裕

ひろ

晃
き

会長は「家庭でできないしつけをするナモ
ミは大切な伝統行事。これからも地域で守
り続けていきたいです」と話していました。

悪い子はいねぇが！とナモミ登場

ナモミのおかげで舘野叶（かい）くんはますます良い子に！（１月15日・羅賀青年会）

ホテル羅賀荘５階の宴会場満杯に村民の皆さんが集い、新年を祝いました

　１月16日、ホテル羅賀荘で村新春の集い
が開催され、村民など約300人が集い、新
年の幕開けを祝いました。開会の挨拶で石
原弘村長は「住民一人一人が自主的に村づ
くりに参加し、声を掛け、助け合い、次の
新春には笑顔で和気あいあいと新しい年を
迎えられる、そんな地域づくりをしていき
たい」と今年の決意を語りました。
　祝宴では,中川愛

あい

子
こ

さんの民謡ショーや
景品抽選会、カラオケなどで盛り上がり、
参加者は交流を深めました。　

　沿岸部12市町村が加盟する県三陸鉄道強
化促進協議会と三陸鉄道が実施した三陸鉄
道園児お絵かき遠足列車の絵画作品の田野
畑村長賞表彰式が１月８日、村役場村民サ
ロン室で行われました。
　三陸鉄道の列車と豊かな自然を描き村長
賞を受賞したたのはた児童館の上机愛

あい

琉
る

く
ん（６つ）は「列車の窓と模様を上手に描く
ことが出来ました。木や青空、太陽が思い
出に残りました。賞をもらえてうれしいで
す」と賞状と副賞を手に笑顔を見せました。

お絵かき列車絵画作品を表彰

田野畑駐在所の成田所長の話に耳を傾ける明戸地区の皆さん

（上）石原弘村長から賞状を手渡された上机愛
琉くん。（左）作品は三鉄車両と自然が元気に
描かれました

　110番広報イベントとして、１月11日、
明戸地区公民館で明戸地区地域安全集会が
開催されました。
　当日は明戸地区の住民など 20人が参加
し、特殊詐欺防止、交通事故防止、110番
の通報の仕方などの講話を聞きました。
　交通事故防止講話では、県内で高齢の歩
行者が車にはねられ死亡する事故が多発し
ていることを紹介。特に道路横断時に左側
から接近する車両にはねられる事故への注
意が促されました。

明戸地区で特殊詐欺防止を学ぶ 住民主体で新春の集いを開催

１億円の模擬札束を前にしても冷静な６年生の皆さん

　村消防団（畠山保
やすゆき

幸団長）の消防出初式
が１月10日、田野畑中学校を主会場に開催
されました。
　今年は好天に恵まれ、団員と女性消防協
力隊121人が参集。昨年から火災が続発し
ていることもあり、団員らは防火の誓いを
新たにしました。
　統監の石原弘村長による服装や機械器具
点検の後、菅窪地区の国道に移動し分列行
進を行い、一糸乱れぬ威風堂々とした行進
を見せ、火消しの心意気を示しました。

防火の誓い新たに出初式を挙行

機械器具点検は、手入れが行き届き、有事への備えは万全であることを確認
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お知らせお知らせ
火　災

（12月21日～１月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録

（１月20日現在）  39日

人口と世帯
１月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,625人（- 3） 
　男　  1,809人（+ 2） 
　女　  1,816人（- 5） 
世帯  1,439世帯（- 4）

お知らせ

　月々の保険料を口座振替にす
ると納め忘れもなく便利です。
また、当月保険料を当月末に引
落しすることにより月々 50円
割引される早割制度や割引額が
多い６か月前納・１年前納・２

年前納もあり大変お得です。
　なお、口座振替での６か月前
納（４～９月分）・１年前納・２年
前納の申込締切は２月末日です。
◆申込方法…納付書または年金
　手帳、通帳、金融機関届出印
　を持参のうえ、各金融機関ま
　たは年金事務所へ申込みして
　ください
◆問い合わせ先…宮古年金事務
　所（☎ 0193-62-1963）

●知 年金保険料は口座振替がお得

　家畜を飼養している人は、毎
年、飼養状況の報告が義務付け
られております。期限内に平成
28年分の「定期報告書」の提出を
お願いします。
◆報告期限
①４月 15日…牛、鹿、めん羊、
　山羊、豚、いのしし、馬
②６月 15日…鶏、あひる、うず
　ら、きじ、だちょう、ほろほ
　ろ鳥、七面鳥
◆報告方法…家畜保健衛生所か
　ら配布された様式または役場
　産業振興課にある様式に２月
　１日時点の状況を記入のうえ
　報告
◆その他�愛玩で家畜を飼って
　いる人も報告してください
◆報告・問い合わせ先…県中央
　家畜保健衛生所（☎ 019-688

　-4111）または役場産業振興課
　（☎ 34-2111 内線 74）

●知 家畜飼養者は定期報告を

◆主催：田野畑村  ◆共催：田野畑村まち・ひと・しごと創生総合戦略検討委員会

　郵政民営化（平成19年10月１

日）より前に郵便局に預けた定
額郵便貯金、定期郵便貯金は、
法律の規定により、満期後20年
２か月経つと権利が消滅し、払
い戻しが受けられなくなります。
　払い戻しの手続きは、最寄の
郵便局やゆうちょ銀行で早めに
行ってください。
　また簡易生命保険の満期日も
確認してください。
◆問い合わせ先…独立行政法人
　郵便貯金・簡易生命保険管理
　機構（☎ 03-5472-7101）

●知 満期過ぎの郵貯・簡保の確認を

　６月の完成を目指して工事が
進められている（仮称）島越トン
ネルの工事現場見学会が開催さ
れます。トンネル名称発表会や
工事体験など記念イベントを多
数用意。珍しいトンネル工事現
場を体感しましょう。
◆日時�２月14日㈰午前９時～
　正午（受付開始８時 30分～）
◆受付場所�（仮称）島越トンネ
　ル工事現場　切牛側坑口付近
◆問い合わせ先�沿岸広域振興
　局土木部岩泉土木センター　
　（☎ 22-3116）

島越トンネル工事現場見学会●募募

災害公営住宅（西和野・黎明台団地）の入居者を募募集●募募

■西和野団地

◆募募集住宅…西和野団地６号　
　（菅窪 18番地 39）
◆規模…木造平屋建　79.91㎡
　（ダイニングキッチン、洋室
　１室、和室１室、トイレ、浴
　室、洗面所）
◆使用料…月額 6,800円から
　（入居者の所得によって異な
　ります）
◆年齢要件…入居者全員が60歳
　以上であること

■黎明台団地

◆募募集住宅…黎明台団地７号　
　（切牛 109番地 19）
◆規模…木造平屋建　79.91㎡
　（ダイニングキッチン、洋室
　２室、和室１室、トイレ、浴
　室、洗面所）
◆使用料…月額 6,200円から　
　（入居者の所得によって異な
　ります）

■共通事項
◆入居可能日…２月下旬予定（入居準備でき次第）
◆申込期限…２月８日㈪
◆入居資格�以下の全てに該当すること
①東日本大震災により滅失した住宅に居住していた人
②応急仮設住宅などに居住しており、現に住宅に困窮していること
③住宅再建に係る補助金の交付を受けていないこと
④市町村税の滞納が無いこと
⑤暴力団員が申込み世帯にいないこと
※被災者であっても入居資格に該当しない場合があります
◆申込方法…次の必要書類を提出してください
①罹災証明書の写し
②村営住宅入居申込書（建設第二課で配布しています）
③所得証明書（最新年のもの）
④住民票（入居予定者全員が記載されているもの）
⑤納税証明書（入居予定者全員分）
◆選考方法…入居希望者が２世帯以上の場合は、住宅困窮度の高
　い人を入居者に決定します
◆その他…敷金（月額使用料の３カ月分）は免除となります
◆問い合わせ先…建設第二課（☎ 34-2113　内線 416）

　県立宮古高等技術専門校では
平成 28年度入校生を募集して
います。
◆募募集学科
①自動車システム科（自動車整
　備士養成２年課程）
②金型技術科（金型技術者養成
　１年課程）
◆応募募資格�３月に高等学校を
　卒業する見込みの人、または
　同等以上の人
◆願書受付期限…３月 11日㈮
◆選考日時…応募があった都度、
　出願者の希望を聴取のうえで
　試験日を指定します
◆願書の請求・問い合わせ先�
　岩手県立宮古高等技術専門校
　（〒027-0037宮古市松山8-29-3

　☎ 0193-62-5606）

宮古高等技術専門校で生徒募募集●募募

　２月 22日は行政書士記念日
です。岩手県行政書士会では、
電話による無料相談会を開催し
ます。相続・遺言、各種許認可
申請、外国人在留資格など何で
も相談に応じます。　
◆開催日時…２月22日㈪午前10

　時～午後３時
◆電話設置場所…岩手県行政書
　士会事務所
◆相談電話…☎ 019-623-1555

●知 行政書士無料相談会開催

　毎年、自動車の検査・登録手続
きが３月に集中し、窓口や車検
場が大変混雑します。車検は有
効期限の１カ月前から受けられ
ます。２月中に済ませましょう。
◆問い合わせ先…岩手運輸支局
　（☎ 019-638-2154）

●知 車の検査・登録はお早めに

　県司法書士会では相続登記の
無料電話相談を開設します。
◆日時…２月１日～ 29日（土・
　日・祝日を除く）午前 10時～
　午後１時
◆相談電話…☎ 0120-823-815

●知 相続登記無料相談会開催

　東北財務局盛岡財務事務所で
は多重債務でお悩みの人の相談
に無料で応じています。
◆専用電話…☎ 019-622-1637

◆受付日時…月～金曜の午前８

　時 30分～午後４時 30分

●知 多重債務で困ったら相談を
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　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (２月22日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ　教育のつどいで教育振興運
　動表彰を受賞した団体は？
　　Ａ）羅賀地区推進委員会
　　Ｂ）弥五兵衛太鼓育成会

　　Ｃ）  弥五兵衛太鼓協議会

■先月当選者
　 応募募者全員正解でした。厳正

なる抽選の結果、佐々木艶子
さん（八戸市）が当選。プレゼン
トは「たのはたココロのうた」
ＣＤです。

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（１月20日現在）

寄付金総額 4131万2760円
677件（村内123件、県内162件、県外392件

取り崩し額 　　 615万7000円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3520万6775円

役立ちカレンダー　　　　期間：２月２日㈫～２月29日㈪

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

２月
２日 ㈫

アズビィ健康スポーツ教室
「ソフトテニス教室」
（９日、16日、23日も開催）

アズビィ体育館 17:00 ～ 19:00 教育委員会（内線22）

３日 ㈬

アズビィ健康スポーツ教室
「バトミントン教室」
（10日、17日、24日も開催）

アズビィ体育館 20:00 ～ 21:00 教育委員会（内線22）

趣味・教養講座「冬の星座教室」
（４日も開催）

アズビィ学習セン
ター 18:00 ～ 19:00 教育委員会（内線11）

5日 ㈮
アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」
（12日、19日、26日も開催）

アズビィ体育館 19:00 ～ 21:00 教育委員会（内線22）

8日 ㈪
アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」
（15日、22日、29日も開催）

アズビィ体育館 20:00 ～ 21:00 教育委員会（内線22）

17日 ㈬ 幼児健診 健診センター 12:30 ～ 15:30 保健福祉課（☎33-3102内線55）

29日 ㈪

固定資産税４期　納期限 税務会計課
（内線34）

後期高齢者医療保険料８期　納期限 生活環境課
（内線21）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

〔平成27年12月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　中机　佑斗（ゆうと） くん
　　　　　　則彦・りき子　　 机
　齋藤　成（たいら）くん
　　　　　　剛・望　　　　 菅　窪

♥末永く　～結婚～
　穗髙　弘和　盛岡市　♥　
　千葉　智恵　盛岡市
　
■安らかに　～お悔やみ～
　熊　谷　松次郎 (86)　西和野
　畠　山　スヱ子（87）　菅　窪
　葊　内　キ　ワ (86)　羅　賀
　大　森　光　子 (77)　島　越
※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームペー
ジをご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

２月16日��㈫
拓洋台団地 9:05 ～��９:20
グループホームつくえ付近 9:50 ～ 10:05
北山地区総合センター 10:15 ～ 10:30

◆たんぽぽコース（田野畑・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

２月16日��㈫ 黎明台団地集会所付近 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

２月17日��㈬
産直プラザ尾肝要 9:15 ～　９:30
山栄会リアス倶楽部付近 9:40 ～ 10:00
甲地公民館 10:10 ～ 10:20

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）

12
月
定
例
会
は
、
12
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
の
会
期
（
16
日
を
議
案
思

考
日
と
し
て
休
会
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
初
日
に
一
般
質
問
を
行
い
、

大
森
一
議
員
、
上
山
明
美
議
員
、
鈴
木
隆
昭
議
員
、
中
村
勝
明
議
員
の
４
名

が
登
壇
し
村
の
姿
勢
を
質
問
。
17
日
は
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
17
件
が

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
追
加
で
、
同
意
案
１
件
、

選
挙
１
件
、発
議
案
１
件
を
審
議
し
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

※
村
議
会
だ
よ
り
は
広
報
編
集
委
員
会
（
委
員
長
中
村
勝
明
議
員
）
で
編
集
し
た
も
の
で
す
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）　

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す

・
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
基
金
積

　

立
金

　
　

７
５
３
４
万
５
千
円
追
加

・
災
害
復
興
支
援
職
員
用
宿
舎
整
備
事
業

　
　

３
８
０
０
万
円
計
上

・
生
活
再
建
住
宅
支
援
事
業
補
助
金

　
　

３
０
０
万
円
追
加

・
震
災
復
興
住
宅
再
建
単
独
支
援
事
業

　

補
助
金

　
　

３
５
０
０
万
円
追
加

・
島
越
漁
港
地
区
漁
業
集
落
道
整
備
工

　

事
費

　
　

４
億
円
追
加

・
村
道
関
係
等
工
事
費

　
　

３
８
３
６
万
３
千
円
追
加

・
道
路
除
雪
業
務
委
託
料

　
　

２
０
０
０
万
円
追
加

・
キ
ッ
チ
ン
た
の
は
た
起
業
化
支
援
セ

　

ン
タ
ー
改
修
工
事

　
　

１
９
９
４
万
２
千
円
計
上

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

︻
内
容
︼
事
業
勘
定
予
算
を
１
８
５
４
万

９
千
円
追
加
し
︑
総
額
を
７
億
83
万
４

千
円
と
し
︑
直
営
診
療
施
設
勘
定
予
算

に
３
２
２
万
８
千
円
を
追
加
し
総
額

１
億
４
４
５
８
万
５
千
円
と
す
る
も
の
︒

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

・
療
養
給
付
費
等
負
担
金
返
還
金

　
　

５
５
１
万
６
千
円
追
加

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

　

３
号
）

︻
内
容
︼
事
業
勘
定
予
算
に
３
６
０
０
万

円
を
追
加
し
︑
総
額
を
５
億
２
８
５
６

補
正
予
算

12月
定例会

村議会だより

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
６
億
５
１
５
万
６
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
５
４
億
３
７
３
万
５
千
円
に

建設工事が進む島之越漁港の荷捌き施設

冬
休
み
の
思
い
出
に

 

お
や
こ
の
食
育
教
室
を
開
催

１
15

　

１
月
15
日
︑
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
や
こ
の

食
育
教
室
が
開
催
さ
れ
19
人
の
園
児
や
小
学

生
と
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
︑
お
に
ぎ
ら
ず

や
鶏
肉
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
煮
な
ど
を
調
理

し
︑
親
子
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
︒

食生活改善推進員さんの指導を受け、
仲良くおいしい料理を作りました

虫
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の
制
定

・
島
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

を
追
加
す
る
も
の
︒

●
田
野
畑
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
設

　

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
の
制
定

・
利
用
料
金
の
改
正
を
す
る
も
の
︒

●
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

　

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

　

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

　

利
用
に
関
す
る
条
例

・
個
人
番
号
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事

　

項
を
定
め
る
た
め
制
定
す
る
も
の
︒

反
対
討
論中村 勝明議

員

上山 明美議
員

　

国
が
情
報
を
一
元
管
理
す
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
施
行
さ
れ
︑
10
月
か
ら
通
知

カ
ー
ド
の
郵
送
が
始
ま
り
︑
全
国
で
配

達
間
違
い
な
ど
が
生
じ
て
い
る
︒
こ
れ

で
は
︑
本
格
運
用
に
突
き
進
む
の
は
余

り
に
危
険
で
は
な
い
か
︒
大
量
の
個
人

情
報
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
な
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
は
︑
情
報
の
洩
れ
︑
国

に
よ
る
国
民
監
視
の
強
化
な
ど
に
国
民

賛
成
討
論

　

私
自
身
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
不
安
等
あ
る
が
︑
国
で
既
に
こ
の

制
度
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
伴
い
条
例

制
定
を
し
な
い
と
︑
村
や
村
民
が
不
利

益
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

る
︒

同
意
案

●
田
野
畑
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
畠
山
惠
美
子
委
員
が
平
成
27
年
12
月

委員長
畠山 守氏

－菅窪－

補
充
員

　

熊
谷　

裕
美
子　

氏
︵
羅
賀
︶

　

工
藤　

安
子　

氏
︵
真
木
沢
︶

　

畠
山　

清
一　

氏
︵
西
和
野
︶

　

下
机　

勝
則　

氏
︵
机
︶

委員長職務代理者
嘉藤 正義氏

－巣合－

委員
根木地 俊機氏

－菅窪－

委員
佐々木 太氏

－切牛－

大森 一議
員

一
般
質
問

【
質
問
】
災
害
復
興
計
画
の
「
防
災
の

地
域
づ
く
り
」「
生
活
再
建
」「
地
域
振

興
」
の
達
成
率
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る

か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
向
け
て
の

方
策
は
ど
う
か
。

︻
村
長
︼ 

ま
ず
︑
復
旧
・
復
興
事
業
の

達
成
率
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
被
災
年

の
９
月
に
﹁
東
日
本
大
震
災 

田
野
畑

村
災
害
復
興
計
画 

基
本
計
画
﹂
を
策

定
し
︑
そ
の
実
現
に
向
け
て
︑
３
つ
の

基
本
方
針
﹁
防
災
の
地
域
づ
く
り
﹂﹁
生

活
再
建
﹂﹁
地
域
振
興
﹂
の
下
︑
平
成

23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
５
年
間
を

計
画
期
間
と
し
て
︑震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
︒

　

本
年
度
は
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
︑
現
在
︑
村
復
興
計
画
推
進
委
員
会

な
ど
に
お
い
て
︑
計
画
の
総
括
と
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
︒

　

11
月
末
時
点
に
お
け
る
︑
３
つ
の
基

本
方
針
の
達
成
率
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
事
業
数
に
対
す
る
実
施
事
業
数
と
し

て
捉
え
︑﹁
防
災
の
地
域
づ
く
り
﹂
が

93
・
７
％
︑﹁
生
活
再
建
﹂
が
97
・
７
％
︑

﹁
地
域
振
興
﹂
が
94
・
２
％
と
︑
概
ね

計
画
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

　

全
体
で
の
計
画
事
業
数
は
︑
当
初
の

１
７
６
事
業
か
ら
︑
追
加
・
中
止
事
業

を
足
し
引
き
し
て
１
８
９
事
業
と
な
り
︑

こ
の
う
ち
１
８
０
事
業
が
完
了
ま
た
は

実
施
中
と
な
っ
て
お
り
︑
達
成
率
は

95
・
２
％
と
概
ね
良
好
な
結
果
と
考
え

て
い
る
︒

　

な
お
︑
次
年
度
以
降
に
継
続
実
施
が

必
要
な
復
興
事
業
に
つ
い
て
は
︑
総
合

計
画
の
後
期
計
画
に
組
み
入
れ
︑
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
事
業
完
了
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
︒

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
向
け
て
は
︑

被
災
地
域
の
み
な
ら
ず
村
内
全
域
で
の

取
り
組
み
が
肝
要
で
あ
り
︑
創
意
工
夫

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
間
連
携

こ
そ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
要
因
に

な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

こ
の
考
え
方
の
下
に
︑
自
治
会
の
主

体
性
は
勿
論
で
あ
る
が
︑
役
割
分
担
を

明
確
に
し
な
が
ら
︑
自
主
・
自
立
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
・
今
後
の
展
開
を
見

据
え
な
が
ら
︑協
働
の
む
ら
づ
く
り︵
推

進
事
業
費
補
助
金
︶
や
結
い
の
地
域
づ

く
り
交
付
金
な
ど
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
と
充
実
の
た
め
の
諸
活
動
を
支
援

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

【
質
問
】
ク
ラ
フ
ト
工
芸
に
挑
戦
し
高

齢
者
の
就
労
の
場
が
確
保
で
き
た
ら
と

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
休
耕
地
で
の

花
卉
づ
く
り
を
一
考
願
え
な
い
か
。

︻
村
長
︼
ク
ラ
フ
ト
工
芸
の
み
に
限
ら

ず
︑
地
域
づ
く
り
・
総
合
戦
略
や
総
合

計
画
等
に
生
き
が
い
と
生
産
と
潤
い
と

居
場
所
づ
く
り
・
役
割
の
あ
る
村
づ
く

り
な
ど
︑
産
業
と
生
涯
教
育
と
い
う
多

面
的
な
視
点
で
︑
全
庁
的
・
全
村
的
な

地
域
戦
略
性
を
持
た
せ
る
た
め
︑
提
言

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

花
卉
づ
く
り
は
︑
生
活
環
境
に
花
の

あ
る
空
間
づ
く
り
と
高
齢
者
の
生
産
の

19
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
︑
同
氏
を
適
任
と
認
め
︑
田
野
畑

村
教
育
委
員
会
委
員
に
選
任
し
よ
う
と

す
る
も
の
︒

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充

員
の
選
挙

・
委
員
及
び
補
充
員
の
任
期
が
平
成
27

年
12
月
25
日
に
任
期
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
︑
選
挙
を
行
い
次
の
方
々
が
委
員

に
当
選
︒

　

な
お
今
年
の
１
月
８
日
に
開
催
さ
れ

た
選
挙
管
理
委
員
会
で
委
員
長
︑
委
員

長
職
務
代
理
者
の
選
挙
が
行
わ
れ
︑
委

員
長
に
畠
山
守
氏
︑
職
務
代
理
者
に
嘉

藤
正
義
氏
が
就
任
︒ 選

挙

の
疑
念
が
全
国
で
消
え
て
い
な
い
︒
さ

ら
に
︑
自
分
の
番
号
を
受
け
取
れ
る
こ

と
の
出
来
な
い
方
︑
村
内
に
は
な
い
よ

う
で
あ
る
が
︑
全
国
で
は
随
分
あ
る
と

の
情
報
で
あ
る
︒
私
は
︑
ど
う
考
え
て

も
国
民
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
凍
結
︑
中
止
す
る
こ
と

を
こ
の
時
点
で
指
摘
し
た
い
︒

●
平
井
賀
漁
港
地
区
漁
業
集
落
道
整
備

　

海
鳴
台
線（
道
路
改
良
舗
装
そ
の
２
）

　

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議

　

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
３
億
６
７
２
０
万

　

円
と
す
る
も
の
︒

・
受
注
者　

熊
谷
建
設
︵
株
︶

●
村
道
長
嶺
線（
池
名
そ
の
１
工
区
）道

　

路
改
良
舗
装
工
事
の
請
負
契
約
の
締

　

結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　

い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
３
億
８
３
４
０
万

　

円
と
す
る
も
の
︒

・
受
注
者　

佐
藤
建
設
︵
株
︶

●
村
道
長
嶺
線（
池
名
そ
の
２
工
区
）道

　

路
改
良
舗
装
工
事
の
請
負
契
約
の
締

　

結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　

い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
５
億
５
０
８
０
万

　

円
と
す
る
も
の
︒

・
受
注
者　

熊
谷
建
設
︵
株
︶・
大
崎

　

建
設
︵
株
︶
特
定
共
同
企
業
体

●
23
災
第
６
６
３
号
平
井
賀
漁
港
海
岸

　

施
設
防
潮
堤
災
害
復
旧（
水
門
土
木
）

　

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議

　

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
６
億
３
０
７
２
万

　

円
と
す
る
も
の
︒

・
受
注
者　

大
豊
建
設
︵
株
︶・
宮
城

　

建
設
︵
株
︶
特
定
共
同
企
業
体

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

　

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
岩
手
県
北
第
二
地
域
視
聴
覚
教
育
協

　

議
会
の
廃
止
に
関
し
議
決
を
求
め
る

　

こ
と
に
つ
い
て

・
平
成
28
年
３
月
31
日
限
り
で
岩
手
県

　

北
第
二
地
域
視
聴
覚
教
育
協
議
会
を

　

廃
止
す
る
も
の
︒

●
土
地
利
用
高
度
化
再
編
等
用
地
造
成

　

事
業
の
実
施
に
係
る
変
更
協
定
の
締

　

結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　

い
て

・
協
定
期
間
を
現
行
の
平
成
23
年
度
か

　

ら
平
成
27
年
度
ま
で
を
︑
平
成
28
年

　

度
ま
で
１
年
間
延
長
す
る
も
の
︒

●
村
道
明
戸
北
山
線
道
路
改
良
舗
装　

　
（
そ
の
３
）
工
事
の
変
更
請
負
契
約

　

の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

　

に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
０
６
５
万
６
千

　

円
を
増
額
し
総
額
を
２
億
９
１
４
５

　

万
６
千
円
と
す
る
も
の
︒

議
決
し
た
主
な
議
案
等

万
６
千
円
と
す
る
も
の
︒

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

・
介
護
給
付
費
負
担
金

　
　

６
８
１
万
６
千
円
追
加

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　

１
９
０
０
万
円
追
加

・
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　
　

１
１
５
０
万
円
追
加

12月
定例会

村議会だより
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二
次
予
防
事
業
と
し
て
は
︑
要
介
護

状
態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
て
︑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
通
い
運
動
機
能
の
維
持
向
上
・
閉
じ

こ
も
り
等
を
予
防
す
る
事
業
を
実
施
し

て
お
り
︑
１
名
が
延
べ
28
回
利
用
し
て

い
る
︒

　

包
括
支
援
事
業
は
︑﹁
高
齢
者
実
態

把
握
﹂
と
し
て
︑
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
︑
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
方
の
実
態
把
握
を
山

栄
会
居
宅︵
１
２
０
名
︶︑寿
生
会
居
宅

︵
15
名
︶に
委
託
し
︑
予
防
的
対
応
を
実

施
し
て
い
る
︒

　

任
意
事
業
と
し
て
は
︑﹁
家
族
介
護

教
室
﹂
と
し
て
︑
家
庭
で
寝
た
き
り
高

齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
を
す
る

家
庭
を
対
象
に
︑
介
護
の
知
識
・
技
術

を
深
め
な
が
ら
介
護
者
同
士
が
交
流
す

る
場
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

︵
５
名
参
加
︶︒

　

ま
た
︑
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
と
し
て
︑
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の

権
利
擁
護
を
目
的
と
し
て
︑
随
時
相
談

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
は

任
意
で
あ
り
︑
本
村
で
は
実
施
し
て
い

な
い
︒
な
お
︑
平
成
29
年
度
か
ら
は
必

須
事
業
と
な
る
︒

【
質
問
】
６
次
化
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ロ
レ
オ
ー

ル
」
の
近
々
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
①
昼
食
、
夕
食
ご
と
の
利
用

者
数
を
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に
②
利
用
者
の

村
内
、
村
外
別
③
何
で
ロ
レ
オ
ー
ル
を

知
っ
た
か
④
利
用
者
の
料
理
に
対
す
る

評
価
⑤
伊
藤
シ
ェ
フ
の
感
想

︻
村
長
︼
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
た
10
月
16

日
か
ら
12
月
７
日
ま
で
の
状
況
に
つ

い
て
で
あ
る
が
①
ラ
ン
チ
１
７
５
名
︑

デ
ィ
ナ
ー
１
６
１
名
︑
計
３
６
４
名
で

あ
る
︒
②
村
内
12
％
︑
県
内
68
％
︑
県

外
20
％
で
あ
る
︒
こ
の
中
で
も
県
内
客

の
２
割
程
度
が
盛
岡
市
の
方
々
で
あ
る
︒

③
田
野
畑
診
療
所
の
元
医
師
・
宮
田
先

生
の
紹
介
に
よ
る
も
の
︒
④
来
店
さ
れ

た
方
々
は
口
々
に
﹁
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
﹂︑﹁
ま
た
来
た
い
﹂
と
い
っ
た

声
が
多
く
︑
実
際
す
で
に
リ
ピ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
︑
高
評
価
を
得
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
︒
⑤
来
客
者
が
想
像
以
上
の
良

き
反
応
を
示
し
て
頂
い
て
お
り
︑
今
ま

で
に
田
野
畑
に
来
た
こ
と
が
あ
る
方
︑

な
い
方
に
限
ら
ず
田
野
畑
の
魅
力
に
つ

い
て
素
晴
ら
し
い
︑
田
野
畑
村
の
食
材

の
魅
力
と
可
能
性
と
併
せ
て
景
観
の
素

晴
ら
し
さ
︑
雲
の
流
れ
な
ど
自
然
の
営

み
・
海
岸
段
丘
の
醍
醐
味
な
ど
他
の
地

域
に
は
見
ら
れ
な
い
魅
力
を
来
客
者
自

身
が
見
つ
け
田
野
畑
村
の
食
と
空
間
を

楽
し
み
称
賛
し
て
頂
い
て
い
る
と
感
想

を
受
け
て
い
る
︒

　

田
野
畑
村
の
産
品
は
多
様
で
あ
り
︑

【
質
問
】 

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
時

期
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
対
策
を
進
め

る
う
え
で
の
本
村
の
柱
を
ど
う
位
置
付

け
る
べ
き
か
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑

議
会
か
ら
も
参
画
を
い
た
だ
き
︑
検
討

委
員
会
を
設
置
の
う
え
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
︒
こ
れ
ま
で
２
回
会
議

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
今
後
︑

数
回
開
催
し
︑
３
月
に
は
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
策
定
の
大
き
な
︑
基
本
方
針
と

し
て
は
︑
①
地
域
資
源
を
活
か
し
た
雇

用
の
創
出
︑
②
地
方
へ
の
人
の
流
れ

を
つ
く
る
︵
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
︶︑

③
結
婚
︑
出
産
︑
子
育
て
の
環
境
の
向

上
︑
④
地
域
づ
く
り
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

鈴木 隆昭議
員

テ
ィ
の
充
実
︑
⑤
広
域
的
な
協
力
・
連

携
の
推
進
︵
友
好
都
市
や
大
学
の
連
携
︑

広
域
連
携
︶
の
５
つ
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒

　

そ
の
中
で
農
・
林
・
水
産
業
の
全
て

が
そ
ろ
っ
た
本
村
に
お
い
て
は
︑
地
域

資
源
の
活
用
に
よ
る
雇
用
の
創
出
が
重

要
と
認
識
し
て
お
り
︑
特
に
も
基
幹
産

業
で
あ
る
第
１
次
産
業
の
振
興
が
鍵
で

あ
り
︑
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
支
援
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
︒

　

過
日
は
︑
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え

て
村
の
産
業
振
興
を
支
援
し
て
い
た
だ

く
た
め
︑
北
日
本
銀
行
と
の
間
で
連
携

協
定
の
覚
書
に
調
印
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
︒

　

こ
れ
か
ら
民
間
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
有
効
な
支
援
策
な
ど
を
活
用
し
て
︑

永
続
的
な
産
業
振
興
と
安
定
し
た
雇
用

の
創
出
に
よ
る
定
住
化
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
︒

　

次
に
︑
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
に

つ
い
て
で
あ
る
が
︑
都
市
部
か
ら
の
高

齢
者
の
移
住
を
促
す
も
の
で
あ
り
︑
一

時
的
な
人
口
増
加
対
策
と
し
て
は
有
効

な
方
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
︒

　

同
時
に
︑
将
来
的
に
医
療
や
介
護
保

険
財
政
へ
の
負
担
増
加
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
︑
当
面
は
他
自
治
体
の
事
例

の
分
析
や
︑
情
報
の
収
集
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
︒

【
質
問
】
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
、
予
算
編
成
の
基
本
的
な
姿
勢
・
方

針
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
農
林
水
産
業

の
振
興
を
ど
う
図
っ
て
い
く
か
。
特
に

力
点
を
置
く
分
野
は
何
か
。

︻
村
長
︼
こ
れ
ま
で
は
被
災
者
の
生
活

再
建
を
最
優
先
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︑
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
が
完
了
し
︑
順
次
入
居
が
始
ま

る
な
ど
一
定
の
目
途
が
つ
い
た
と
考
え

て
い
る
︒

　

こ
れ
か
ら
は
︑﹁
総
合
計
画
・
後
期

計
画
﹂
の
中
に
﹁
復
興
計
画
﹂
を
取
り

込
み
︑
生
業
の
再
生
や
被
災
地
の
土
地

活
用
事
業
な
ど
産
業
再
生
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
︒

　

予
算
編
成
作
業
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

な
の
で
具
体
な
事
業
等
に
つ
い
て
は
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
が
︑
農
林
水
産
業
の

担
い
手
対
策
︑
６
次
産
業
化
の
推
進
︑

人
口
減
少
対
策
な
ど
を
地
方
版
総
合
戦

略
に
盛
り
込
み
な
が
ら
︑
重
点
事
項
を

推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
︒

中村 勝明議
員

【
質
問
】
共
同
通
信
に
よ
る
全
国
都
道

府
県
知
事
と
市
町
村
長
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋

合
意
に
対
す
る
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

本
県
で
は
合
意
反
対
が
17
首
長
、
賛
成

が
４
、
県
と
田
野
畑
村
が
回
答
保
留
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
村
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

か
ら
撤
退
と
批
准
調
印
中
止
を
政
府
に

強
く
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

︻
村
長
︼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
５
年
半
前
か
ら
環

太
平
洋
の
国
々
の
経
済
交
渉
で
あ
り
︑

モ
ノ
︑
サ
ー
ビ
ス
︑
投
資
︑
政
府
調
達

に
お
け
る
高
い
水
準
の
自
由
化
︑
知
的

財
産
︑
国
有
企
業
︑
電
子
商
取
引
な
ど

の
広
範
な
分
野
の
高
度
の
ル
ー
ル
で
あ

り
︑
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
情
報
は
原
則
非
公
開

と
さ
れ
て
お
り
︑
漏
れ
聞
く
情
報
だ
け

に
対
応
す
る
こ
と
は
限
定
的
で
あ
り
︑

個
別
案
件
に
誇
示
し
た
コ
メ
ン
ト
は
致

し
か
ね
る
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒

　

地
方
自
治
に
お
い
て
︑
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
ど

う
見
る
か
に
つ
い
て
は
︑
農
漁
村
の
持

つ
多
面
的
な
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
︑

美
し
い
日
本
を
守
り
ぬ
く
こ
と
に
通
じ
︑

生
産
競
争
に
は
向
か
な
い
日
本
型
農
業

の
神
髄
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
さ
れ
る
点
も
あ
る
こ
と
か

ら
︑
地
方
自
治
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
守
る
視
点
か
ら
も
︑
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
説
明

会
等
を
通
じ
て
内
容
を
把
握
す
る
と
と

も
に
︑
今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
︑

町
村
会
の
要
望
活
動
と
歩
調
を
合
わ
せ

な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
︒

発
議
案
１
件
可
決

　

最
終
日
の
12
月
17
日
︑
追
加
議
案
と

し
て
議
員
に
よ
る
発
議
案
が
１
件
提
出

さ
れ
︑
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒

　

内
容
は
︑﹁
安
全
保
障
関
連
法
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
﹂
で
提

出
者
は
中
村
勝
明
議
員
︑
賛
成
者
は
︑

大
森
一
議
員
︑
畠
山
拓
雄
議
員
︑
上
山

明
美
議
員
で
す
︒

【
質
問
】
公
契
約
条
例
を
村
と
し
て
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

︻
村
長
︼
岩
手
県
で
は
平
成
27
年
４
月

１
日
に
一
部
先
行
施
行
し
︑
平
成
29
年

度
か
ら
全
部
施
行
す
る
と
聞
い
て
い
る
︒

公
契
約
を
通
じ
た
適
正
な
労
働
条
件
の

確
保
︑
事
業
者
が
行
う
持
続
可
能
で
活

力
の
あ
る
地
域
経
済
の
振
興
お
よ
び
社

会
的
な
価
値
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
促
進
は
︑
重
要
な
課
題
と
考
え
る
︒

一
方
︑
条
例
制
定
の
状
況
で
あ
る
が
︑

県
内
の
市
町
村
に
お
い
て
は
制
定
の
事

例
が
無
く
︑
全
国
的
に
見
て
も
平
成
26

年
度
末
時
点
で
は
都
道
府
県
で
３
県
︑

市
町
村
で
は
17
市
区
の
状
況
と
な
っ
て

い
る
︒

　

以
上
の
こ
と
か
ら
︑
他
市
町
村
の
動

向
も
勘
案
し
な
が
ら
︑
条
例
制
定
の
必

要
性
を
含
め
て
︑
今
後
検
討
し
て
参
り

た
い
︒

【
質
問
】
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
・
包
括
支
援
事
業
・
任
意
事

業
の
実
施
内
容
と
実
績（
効
果
）に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

︻
村
長
︼
ま
ず
︑
介
護
予
防
事
業
で
あ

る
が
︑
一
次
予
防
事
業
と
し
て
︑
元
気

な
高
齢
者
を
対
象
に
生
活
機
能
の
維
持
︑

ま
た
は
向
上
を
目
指
し
︑
地
域
の
高
齢

者
の
通
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
︑
ま

た
︑
地
域
か
ら
の
要
望
に
応
じ
︑
講
師

の
調
整
や
健
康
講
話
を
支
援
し
て
い
る
︒

現
在
２
地
区︵
甲
地
・
沼
袋
︶で
８
回
延

べ
１
６
６
名
の
参
加
で
あ
る
︒

未
活
用
の
食
文
化
・
潜
在
的
な
資
源
の

可
能
性
を
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
︑

地
域
の
食
の
匠
の
支
援
を
進
め
て
参
り

た
い
と
田
野
畑
村
６
次
化
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
展
開
し
た
い
と
の
意
欲
を

示
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒

上山 明美議
員

場
に
資
す
る
こ
と
に
も
な
る
︒

　

加
え
て
︑
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
は
︑
昨
今
の
研
究
デ
ー
タ
に
お
い
て
︑

脳
に
関
す
る
障
害
リ
ハ
ビ
リ
等
に
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
効
用
と

生
産
の
場
が
同
一
化
す
れ
ば
︑
ま
さ
に
︑

こ
の
地
に
住
む
方
々
の
生
き
が
い
と
健

康
と
生
産
と
い
う
テ
ー
マ
を
持
っ
た
田

野
畑
村
の
産
業
再
生
に
活
か
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
︑
こ
の
点
に
お
い
て

も
︑
提
言
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
︒

12月
定例会

村議会だより
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○
コ
コ
ロ
の
歌
が
大
震
災
で
傷
つ
け
ら
れ
た
心
の
情
景
に
彩
り
を
与
え
る
！

　

人
の
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
は
強
い
も
の
で
︑
東
日
本
大
震
災
に
被
災
し

環
境
が
激
変
し
た
と
は
い
え
︑
数
々
の
思
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
︒
地
域
の
運

動
会
と
し
て
盛
り
上
げ
た
小
・
中
学
校
と
一
緒
に
応
援
し
︑
楽
し
ん
だ
こ
と
︑

採
れ
た
て
魚
介
類
や
野
菜
を
分
け
合
い
生
活
し
た
こ
と
︑
井
戸
端
に
集
ま
っ
て

雑
談
し
た
こ
と
︑
先
輩
や
友
人
と
海
岸
縁
で
交
流
し
た
こ
と
な
ど
︑
村
民
一
人

一
人
に
大
切
な
思
い
出
は
切
れ
る
こ
と
な
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

　

過
日
︑私
の
大
切
な
方
か
ら
︑一
人
の
想
い
を
大
切
に
し
︑み
ん
な
で
支
え
実

現
さ
せ
た﹁
コ
コ
ロ
の
歌
・
愛
唱
歌
﹂の
活
動︵
Ｃ
Ｄ
制
作
な
ど
︶の
報
道
を
拝
見

し
ま
し
た
︒
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
︒
こ
れ
ま
で
に
な
い
住
民
本
位
の
活
動
は
︑

人
に
優
し
く
・
新
し
い
田
野
畑
村
に
な
っ
て
い
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
︒
自

分
が
出
来
る
こ
と
︑
人
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
を
実
践
す
る
一
人
で
有
り
た
い
︒

同
時
に
︑
田
野
畑
村
に
は
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
現
し
た
﹁
た
の
は
た
小

唄
﹂
と
い
う
作
品
が
あ
る
の
で
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
の
声
掛
け
で
あ
り
ま
し

た
︒
田
野
畑
村
の
良
さ
を
表
現
し
た
﹁
た
の
は
た
小
唄
﹂
を
紹
介
し
ま
す
︒

「
た
の
は
た
小
唄
」
作
詞
：
関
根
利
根
雄　
　

作
曲
：
安
藤
睦
夫

（
一
）　

波
と
陸
と
が　

寄
り
添
い
な
が
ら

　
　
　

つ
く
る
リ
ア
ス
の　

海
景
色

　
　
　

カ
モ
メ
み
ち
づ
れ　

北
山
崎
に

　
　
　

見
た
よ
自
然
の　

素
晴
ら
し
さ

　
　
　

楽
し
た
の
は
た　

海
の
里

（
二
）　

長
い
歳
月　

や
ま
せ
に
雪
に

　
　
　

耐
え
た
年
輪　

偲
ば
せ
て

　
　
　

茂
る
若
葉
が　

紅
葉
に
か
わ
る

　
　
　

巡
る
季
節
の　

山
の
彩

　
　
　

愛
し
た
の
は
た　

森
の
里

（
三
）　

日
焼
け
潮
焼
け　

三
陸
色
に

　
　
　

染
ま
る
笑
顔
の　

な
つ
か
し
さ

　
　
　

心
づ
く
し
の　

お
酒
が
生
き
る

　
　
　

旬
の
海
幸　

山
の
幸

　
　
　

恋
し
た
の
は
た　

旅
の
里

　

歌
は
︑心
を
癒
し
︑希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
﹁
コ
コ
ロ
の
歌
﹂
づ

く
り
で
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
︑
関
係
者
に
感
謝
し
て
い
ま
す
︒
村
民
一
人
一

人
が
笑
顔
で
歌
う
こ
と
で
心
に
彩
り
を
戻
し
て
ほ
し
い
︒

村
長 

石
原 

弘 

の

   

村
長
コ
ラ
ム

17

164

工藤 瑛
え い

司
じ

くん（２歳１カ月）
光昭さん・杏子さん＝真木沢＝

お母さんからのひとこと

190

　戦隊ヒーロー「ニンニンジャー」が
大好きな甘えん坊で恥ずかしがり屋、
でもとっても優しい瑛司くん。
　お姉ちゃん、お兄ちゃんといつまで
も仲良く、誰にでも優しい、強くてス
テキな男の子になってね！

小長根  愛
あ い

鈴
り

ちゃん（２歳５カ月）
直さん・奈保子さん＝机＝

お母さんからのひとこと

　元気で活発にお兄ちゃんと弟と３人
で仲良く遊んでいます。
　ライオンのぬいぐるみ「ぶんぶん丸」
が大好きで、家族を喜ばせてくれます。
　明るく元気で、誰にでも好かれる人
に成長してほしいです。


